Ｈ２６年度　第１回　関西支部イブニングサロン開催案内
関西支部長 小堀　修身 

平成26年度第1回イブニングサロンを下記にて開催いたします。 
これまで主として非破壊を取り巻く話題を集めてサロンのテーマとしてきましたが、今回は海外への技術進出について取り上げました。

国境を超えて企業が様々な競争優位を得ることができる国際経営において、技術移転や海外研究開発は日本企業の成功に欠かせない要素となっています。 1985年以降の円高を契機に製造業を中心に起こったと言われる日本企業の海外進出であるが、近年はビジネスのグローバル化の進展にともない、製造業は海外への事業シフトを強化している現状にあり、アジアでの生産・販売機能が強化されています。東京都ではこれを後押しする助成制度「海外展開技術支援助成事業」なども行われています。移転される技術の種類は製品そのもの、生産技術、生産管理などの技術やノーハウなどと思われます。またその方法は親会社が子会社に技術指導をしたり、指導を受けた子会社が技術を吸収さらに改良したりする場合や、また子会社が共同で新技術を開発する場合も考えられます。いずれにしてもこれには人が介在して、親会社から人材を派遣して、現地人の教育による移転、実際の作業、検査などを親会社が主体で体験させた後に子会社へ帰すなどの方法がとられ、引き続いた改善がなされることになります。こうした傾向は大企業ばかりでなく、ある研究所の中小企業の海外進出アンケート調査によれば、海外企業に対して技術供与や生産委託を行う、生産拠点を持たない海外展開を模索している企業も一定以上存在するとしています。現地の人材や規制、状況に精通したパートナーがおれば比較的容易となるからでしよう。ただこの場合中小企業の海外展開のノーハウ、進出先国の規制や状況、自社の経営資源についてよく知っておくことに加えて自社の技術に流出の危険性も現に存在していることが指摘されています。さらにはこのような海外進出に伴う際には、進出国の政治体制とともに言語や文化の違いなども日常において行き違いの生じることも予想されています。

　　今回話題をご提供いただく寺田建治氏は大阪大学をご卒業後外資系大型企業のエンジニアとして海外を飛び回り、技術情報の交換などを行ってこられ、海外に常駐したコンカレントエンジニアの先駆け的な方であります。海外での生産移転の実践や異業種への交流などを実践され、多くの企業人とその組織の再生を図ったご経験もお持ちです。
　60歳を過ぎてからお客様の依頼に応じて価値を発掘する、よろず相談事業を展開するために独立して、現在でも海外を飛び回っていらっしゃる方です。幅広い人脈と数多くの重要なポストをご経験されていて、今回の技術の海外進出について解説していただくには最適な方としてお招きいたしました。海外進出を実践されている会員企業の方やこれからをお考えの皆様にはご参考となると察します。
　　終了後はビール片手にフリー討論を予定しています。お気軽にご参加ください。

奮ってご参加下さいますようご案内申し上げます。 
記 

１．日 時：5月22日（木）16時 ～ 18時 

２．場 所：（一財）電子科学研究所心斎橋研修センター ３階会議室
（大阪市中央区南船場3丁目3番27号サンエイビル） 

３．募集人員：30名（先着順）（申込締切日：5月19日） 

４．参加費: 1,000円 

５．講 演：（司会：小堀　修身　電子科学研究所　） 

講演テーマ：（仮）「企業の海外技術進出あれこれ」 
講師：　講師：　寺田　健治　氏　　

ニューファクトリー開発協会　海外ビジネスサポート事業推進委員会・委員長
　　　　　　　　　　　　
６．申込み先： 

関西支部のホームページ http://www.jsndi-kansai.jp/ の「お知らせ」の「申し込み」より、会員番号、住所、会社名、氏名、電話番号、Eメール・アドレスを記入してお申し込み下さい。あるいは、E-mail ( kansaishibu@esi.or.jp ) による申込みも受け付けます。
会場の地図はホームページに記載されています。
